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この歴史は、‟無かったこと”にはできません。

日本はかつて、琉球国とアイヌモシリ（現 北海道）を植民地化しました。その過程で、当時の京都帝国大学の学者たちは、アイヌや琉球・沖縄（奄美、八重山等を含む）の
お墓からご遺骨を盗掘し、京大等に保管し、いまだにその大部分を返還していません。
アイヌと琉球・沖縄の人々は、それぞれ「遺骨を返してほしい」と、遺骨返還請求の裁判に訴えています。
１.琉球民族遺骨返還請求訴訟の争点　
１１月１日（日）午後２時～
● 講　師  松島　泰勝 (まつしま やすかつ) さん
龍谷大学教授　琉球民族遺骨返還請求訴訟原告団長
著書に『京大よ、還せ』など多数。
２.アイヌのたたかいから学ぶ
１１月１３日（金）午後７時～
● 講　師  上村　英明 (うえむら ひであき) さん
恵泉女学園大教授　市民外交センター共同代表
著書に『世界と日本の先住民族』など多数。
☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 
１.・２.共通    参加費500円（資料代） ＊申込み不要
会　　場  渋谷区勤労福祉会館　
                  主　　催　琉球人遺骨返還請求訴訟を支える会/関東
問合せ先　０９０－３９１０－４１４０（沖縄・一坪反戦地主会関東ブロック）
